
西土佐農業公社戦略マップ（Ver.5.0）

公社売上＋
150万達成

公社売上＋100万達
成

米なすor生姜＋栗
の実証

（研修生年収300万
以上）

1町→200万目標
※サブ作物として確

立

300kg/反　20万×6
反→120万

既存販路で販売

米なす今3a(90
万)→5a(180万)

ブロッコリー今
17a(90万)→25a

パイプハウス＋
50万

他作物を集約し
て農地を確保

冬：茎ブロッコリー
＋春つぼみ（追加）
夏：米なす

既存販路で販売

2～3年かけて農地拡
大（生姜）

周辺農家への声掛け
※H29～取組開始

さらなる農地の確保
(公社周辺)

非常勤＋1名雇用

目標：ブロッコリー
25a

米なす6a

給与体系の見直し

インセンティブの
話し合い
（要望調査）

給与規定更新
(改変)

後継者（幹部）手当

新規定運用開始

I・Uターン確保(雇用
就農も検討)

栗、効率的な栽培の
リサーチ

販路の検討

事業計画策定

栗植え付けスタート

効率的な栽培
※H30～取組開始
グラウンド跡6反

規模拡大
※新農業ﾓﾃﾞﾙ確立

後継者育成（研修生の確
保）＋

給与、待遇UP
栗事業 空き家確保

済

済

済

済

済

済

済

済

済

済

地域の高校へのリク
ルート活動＋
HP情報発信
（YouTube）

★新情報発信プラン
の検討（デザイナー

活用）

剪定作業の仕組み
化（JA選定部隊活

用）

済

生姜技術の確立
（種の確保）
5a→10a→3a

新収益モデルの確立＋雨よけハウスの拡大と横展開
（米なすor生姜＋蕾菜＋α（栗））

済

受託メニュー設定

受託事業
（窓口業務）

オペレーターリスト
作成

設備の充実②
→電動バサミ

持続可能な経営モデルの確立
（後継者の確保、新農業モデルの確立、更新投資の実施、間接業務の広域連携についての検討

売上＋0万
※機械使用料のみ

オペレータの育成

※剪定等技術が必
要な業務のみ

受託事業の広報

設備の充実①
→乗用草刈り機

設備の充実③
→チップ粉砕器

→軽トラ

活用候補物件の発
見

予算化（市）

空き家の取得と改
修

空き家情報の収集

地域とのコミュニ
ケーション強化

I・Uターン向けの住
宅活用開始
（入口、出口）

再

済

済

更新投資

予算確保

更新投資の必要性
調査（特に土地（市

が実施））

理事会への議題提
示

更新投資計画の策
定

更新投資実行

R6年度

R7年度

R8年度～

R2年度

凡例

R3年度

R4年度

R5年度

継続

済

済
済

地域間の
利害関係整理

地域の現状把握
（13組織）

連携組織との
役割分担設定

小規模からの組織
化

（業務連携）

済

済

事務局員1名雇用
（採算が見込めた

後）

受託事業
（広域連携）

済

保

後継者確保

済

済

済

済

済

13地域の広域連携
の達成


